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Summary

  An exploration for collecting marubausugo（Vaccinium shikokianum Nakai), a Japanese 

wild relative species of blueberries was conducted from September 3rd to 7th, 2007. Two scions 

each of a total of 19 marubausugo plants was collected in Tateyama Mountain Range, Toyama 

Prefecture. 

１．目的

　日本にはブルーベリーの近縁種であるスノキ (Vaccinium) 属植物が１９種分布する 1)．北海道

農業研究センターでは健康機能性があり栽培性が良好なブルーベリーの育種研究のためにこれら

の近縁種の探索・収集を進めている．収集できたものは果実アントシアニン組成の解析等の研究

を行っている．今回はスノキ属のうち，マルバウスゴ（スノキ属クロウスゴ (Myrtillus) 節）に

着目した．マルバウスゴは日本，極東，北アメリカなどに広く分布するクロウスゴに近縁で本州

の日本海側の高山にのみ限定分布するとされている種である．クロウスゴは北海道内に自生して

いるため，北海道産については許可を得て少量の個体を収集している．マルバウスゴはクロウス

ゴに類似しているが，その類縁関係及び種としてはっきり分化しているか等はまだ明らかになっ

ていないので，研究素材としての価値が非常に高い．そのためマルバウスゴを探索・収集するこ

とを計画した．
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   マルバウスゴは , 本州の日本海側高山に分布する 1)．高山の雪田のわきに生え高さ１ｍ以下の

落葉低木で，葉身が広楕円形～円形で無毛，葉縁全体に細鋸歯がある．果実は球形で径約１０ｍ

ｍ，黒紫色に熟すとされる．  

２．調査・収集の地域および方法

　事前の文献等調査により，富山県の立山連峰は本州北部日本海側の山脈に続く高山であり，マ

ルバウスゴとクロウスゴが自生分布していることが判明した．調査対象樹種であるマルバウスゴ

とクロウスゴが標高の違う地点に多数自生し，かつ同じ山の隣接地にあって溶岩台地と高層湿原

を含む大規模な湿原という環境の違いがある室堂平付近及び弥陀ヶ原での調査は，２種の自生状

況と把握に好適であり，他の地域に目的に合致する環境条件の場所が見いだされないため，立山

の室堂，雷鳥沢と弥陀ヶ原を探索対象とすることに決定した．クロウスゴは挿し木が容易である

ためごく近縁種のマルバウスゴも容易であろうと推測されたことから，調査対象地域が保安林で

あることと国立公園内の環境省指定植物であることを考慮して，根までを含む植物体全体の採集

ではなく小枝の採取を行うこととした．マルバウスゴは，調査予定地付近では８月下旬から９月

に果実が成熟するとの情報を得たため（信州大学島野先生より私信），２００７年９月３日から

７日に現地調査を行うことを計画した．土地所有・管理者である林野庁富山森林管理署から高山

植物等採集許可（平成１９年８月２９日付け１９富管第４８１号）を得た．調査対象地域は中部

山岳国立公園特別保護地区あるいは特別地域に指定されているため，自然公園法に定める国立公

園公園特別保護地区の高山植物等（木竹）の損傷許可（環境省：平成１９年８月３１日付け環

中地松第 070831001 号），特別地域内では指定植物（高山植物等）の損傷許可（富山県：平成

１９年７月２５日付け富山県指令自第１４７９号）を得た．具体的には，特別保護地区及び特別

地域合計で，マルバウスゴ及びクロウスゴ３０個体から小枝各２本の採取許可を受けることがで

きた．

  許可を得た調査対象地域近くまでは公共交通機関を用いて移動し，それぞれ１日半程度をかけ

て徒歩で許可地域内の対象種を詳細に探索し，許可を得た本数以内の小枝採取を行うこととした．

３．結果および考察

   探索調査・収集は，９月４，５日に，室堂平（国立公園特別地域）と雷鳥沢（国立公園特別保

護地区）で行った．調査地付近の植生は室堂平は湖沼，ハイマツ低木林，火山荒原植生．ハイマ

ツ低木林はハイマツが最上層を占めナナカマドが一部混じり，林床にはコケモモ，コガネイチゴ，

ミツバオウレン，イワカガミなどが低い被度で分布していた．林縁にはガンコウラン，マルバウ

スゴ，クロウスゴ，オオバスノキ，ゴゼンタチバナなどが生育が確認できた．雷鳥沢はハイマツ

低木林，雪田草原があり，草原にはマルバウスゴ，クロウスゴ，クロマメノキが混在して分布し

ていた (Photo 1-3)．室堂平は観光地であるため全域に植生内立ち入り制限ロープが張られてい

たため，観察のみにとどめて採集は行わなかった．雷鳥沢ではマルバウスゴ１３個体とクロウス

ゴ２個体の小枝を採集した．

　９月６日には弥陀ヶ原（国立公園特別地域）で探索調査・収集を行った．弥陀ヶ原は高層湿原，

中間湿原，ササや単子葉草本に混じってマルバウスゴ，クロマメノキ等が生育する雪田草原，池

塘があり，周囲にはシラビソ林があり林床にはヒメウスノキが自生していた．池塘周辺の湿原で

はツルコケモモ類の自生は確認できなかった．なお，弥陀ヶ原の特別保護地区についても採取許

可を得ていたが，台風接近による天候悪化のため調査・収集を断念した．弥陀ヶ原ではマルバウ

スゴ６個体，クロウスゴ３個体の小枝を採集した．
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　マルバウスゴは雪田草原に クロウスゴは低木材下に多かったが，両者が混在している雪田草

原が見られた．両調査地域でクロウスゴとは形態的に異なるが，葉縁全体に細鋸歯がないマルバ

ウスゴに近い個体が多く存在した．これらがマルバウスゴなのか両者の雑種であるのかについて

今後調査・検討する計画である．

　採取した個体は北海道農業研究センターにおいて挿し木している．挿し木不活着の個体が見ら

れるが，かなりの個体で活着し，発芽展葉を始めている．果実が得られ次第，果実アントシアニ

ン組成の解析等を行い育種素材としての評価研究や交雑試験等を行うとともに，貴重なブルーベ

リー近縁野生遺伝資源として個体保存する．

　立山地域でのマルバウスゴの特性及び自生地等についての調査は，平成２０年度も継続して行

う予定である．
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植物名　Japanese name　　　 学名 Scientific name 個体数 a total number of collections 収集地　Collection site

マルバウスゴ Marubausugo Vaccinium shikokianum 13 立山雷鳥沢　Tateyama Raichozawa

クロウスゴ　Kurousugo V. ovalifolium 2 立山雷鳥沢　Tateyama Raichozawa

マルバウスゴ Marubausugo V. shikokianum 6 立山弥陀ヶ原 Tateyama Midagahara

クロウスゴ　Kurousugo V. ovalifolium 3 立山弥陀ヶ原 Tateyama Midagahara

Table1. 収集リスト

             Collection list of Tateyama mountain range
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Photo 3. マルバウスゴとクロウスゴの形態比較            

　　　　Comparison of leaf characteristics between marubausugo and kurousugo　

Photo 2. マルバウスゴの果実，枝及び葉            

               Fruits, twigs and leaves of marubausugo 

Photo 1. マルバウスゴの自生状況

               A habitat of marubausugo

マルバウスゴ (marubausugo) クロウスゴ (kurousugo)


	AREIPGR24_p73-77



